
 
 

 

 

 

  

本プログラムの目的 
○ 中国の学生と交流し、中国文化にふれることで「自分の目で見て感じる」体験をする 
○ 中国について学び、また日本についても学ぶ機会を得る 
○ 中国への留学または海外駐在・派遣に対するイメージをつかむ 

2019年度 一橋大学中国交流センター主催 

第４回「中国を知ろう、中国へ行こう！」 
体験ツアープログラム 

 
 

3/2（月） 羽田空港集合、09時台 出発（日系航空会社） 
✈✈✈ 北京空港到着 
天安門広場！ 
景山公園！（北京市内を一望、故宮をのぞむ） 
ホテルチェックイン 

食事： 
朝×、昼機内、夜○ 

 
 

3/3（火）
~ 

3/4（水） 

企業訪問・・・中国の「今・未来」を象徴する企業を視察予定 ！ 
        
大学訪問・・・学生交流会（英語）&キャンパスツアー！ 

①中国人民大学 
②北京大学 

市内視察・・・南鑼鼓巷 
元代の建築物が並ぶ旧市街、胡同を歩いてみよう！ 
中関村エリア 現地スーパーマーケット等 

朝○、昼○、夜○ 

朝○、昼○、夜各自 

3/5（木） ホテルチェックアウト 
北京市郊外、万里の長城！ 
北京空港へ移動、16時台 出発（日系航空会社） 

✈✈✈ 羽田空港到着後、解散 

朝○、昼各自、夜機内 

※気象・交通条件によりツアー内容・訪問先に変更がある場合もございます。 

スケジュール ※予定  

渡航期間：2020年 3月２日（月）~ ３月５日（木） 3泊４日  
渡航先  ：中華人民共和国 北京市  

募集人数：1５名  先着順    

参加費用：約46,000円 

 北京 



参加条件   
・正規学部１年生または２年生 
・一橋大学入学後に中国語履修している者または履修経験がある者 
・中国大陸（香港・台湾は除く）での留学または居住経験がないこと、過去の「中国を知ろう、中国へ行こう」体験ツアーに参加してい
ないこと 
・海外旅行保険に加入できること 
・下記の①~④に参加・提出ができること（提出物に関しては期日を守れること） 
※航空券発券の為、2020年 1月中旬 までにパスポート情報の提出が必須となります 

応募方法 
 

応募方法：中国交流センター宛に 別添申込書を メールにて提出 のこと  ※先着順※ 
宛先： res-ch.g@dm.hit-u.ac.jp  担当 堂上 
応募期間：2019年 11月 6日（水）午後１時受付開始～11月 14日（木）午後３時締切 

参加決定のご連絡： 11月 11日（月）以降順次ご本人宛にメール返信 

※注意※ 本プログラムは、下記事項が必須となります。 
①【12/3（火）午後３時 15分～５時 15分】 事前オリエンテーション・危機管理オリエンテーション 

   ※上記①について、授業と重なる場合、応募時にご連絡ください。 

②【1/16（木）午前 10時~12時】 事前勉強会（訪問企業について、中国語会話練習等） 
③【3月中旬】  アンケート、ツアー感想文の提出 （感想文集を製作し、関係者へ配布します） 
④【3月中旬～】  ツアー終了後の報告会参加 

参加費用に含まれるもの 
・往復航空運賃（エコノミークラス利用）、燃油特別付加運賃、空港税類 
・北京市内ホテル宿泊費 （１人１部屋・朝食込）・北京市内移動費（空港送迎、市内移動）・北京市内視察地入場料 
・海外旅行保険費用 5,790円 
・食事代及び現地コーディネート代の一部として人民元 600元（約１万 500円）を現地にて徴収 

参加費用に含まれないもの 
・ご自宅から羽田空港までの交通費・宿泊費 
・渡航手続き諸費用（パスポート取得時の印紙代、ビザが必要な方のビザ取得にかかる費用） 
・個人的な諸費用（小遣い、電話代、WIFI レンタル等） 
・超過手荷物料金（航空会社の規定による超過手荷物運搬料金） 
・食費一部（自由行動時） 

出発までのスケジュール ※予定 
12/3（火）事前オリエンテーション・危機管理オリエンテーション・参加費用ご請求書お渡し 
12月末頃 海外旅行保険旅行保険申込書提出 （12月末頃振込期限）  
1/16（木）事前勉強会 

海外旅行保険への加入について 
以下のプランにご加入いただきます。 
東京海上日動 契約タイプ A3（保険期間４日）5,790円  ※別途パンフレットにてご案内 

キャンセル手続きについて 
参加費用振込時点で正式なお申し込みとさせていただきます。参加をキャンセルする場合には、以下のとおり取消料がかかりますのでご
了承ください。 
・往復航空運賃発券後取消料(出発前): 100%、払戻不可 
・海外旅行保険費用：出発前（ご自宅出発日の前日まで）解約可 ※費用返還あり 
その他 
引率者:中国交流センター代表 青木人志（法学研究科教授）、経済学研究科准教授 南裕子（中国語クラス担当） 
中国交流センター担当 堂上（どううえ）、 贾申（カシン）、 

お問合せ先：研究・社会連携課 中国交流センター 堂上 
res-ch.g@dm.hit-u.ac.jp 
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